と 云って、 又 巿に跟 いてお 岩の 家へ 来た。 

伊右衛門 は 美男で その 時が 三十 一 であった。 お 岩の 

家で はお 岩の 母親が 出て 挨拶した がお 岩 は 顔 を 見せな 

かった。 伊右衛門 は 不思議に 思って そっと 又巿 に、 

「どうしたの でしよう」 

と 云う と、 又巿 は、 

「あいにく 病気 だと 云う のです よ、 でも 大丈夫で すよ、 

きりょう 

すこし 容貌 はよ くないが、 縫物が 上手で、 手 も 旨い し、 

人柄 は 至極 柔和 だし」 

めと 

と 云った。 伊右衛門 は 女房 は 子孫の ために 娶る もの 

で、 妾，' として 遊ぶ もので ないから、 それほど 吟味 をす 
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